
重点取組地域における尼崎版観光地域づくり戦略（概要版） 

１．戦略の位置付け

本戦略は、尼崎市の観光に係る基本的な考え方や方向性を示す「尼崎版観光地域づくり推進指針」をもとに、

重点取組地域（尼崎城を含む城内地区及び寺町や中央・三和商店街周辺地域）の魅力と価値を向上させ、訪日外

国人旅行客を含む市内外からの観光客を呼び込み、地域経済の活性化につなげる「観光による地域の稼ぐ力の向

上」の実現に向け、観光地域づくりの取組を進めるにあたっての戦略を定めるものです。 

なお、計画期間は2018年度（平成30年度）~2022年度（平成34年度）の５カ年とします。 

（２）進捗管理指標                                     

・観光地域づくりの推進にあたっては、次に掲げる指標の到達状況で進捗状況を判断することとし、PDCAサイ

クルを回していくなかで必要に応じて取組内容の見直しを行いながら進捗管理を行っていきます。 

４．推進体制及び進捗管理指標

（１）推進体制

・観光地域づくりを推進していくにあたって

は、一般社団法人あまがさき観光局を核と

して、事業者や団体、市など多様な主体が

調整・連携しながらそれぞれの取組を進め

ていくことで、より効果的かつ効率的な取

組に繋げていくこととします。 
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（１）コンセプト                       

AMA+zing ジョー下町
・観光地域づくりの取組を進めていくことで、地域に更なる「zing（元気、活気、熱

意など）」を注入し、訪れた方々へ「amazing（驚き、素晴らしさ、感動など）」

を与えられる城下町の形成を目指していきます。 

・この「AMA
ア マ

」＋「zing
ジ ン グ

」＝「AMA+zing
ア メ イ ジ ン グ

」という考え方を観光地域づくりのコン

セプトに位置付け、尼崎城を中心とする様々な地域資源を繋ぎ・活用していくこと

で、歴史と未来を、そして尼崎と市外から訪れる人をつなぎ、まち全体にさらなる

賑わいが拡がっていく「観光地域づくり」を実現していきます。 

（２）ターゲット                       

１.尼崎観光の大部分が日帰り客 
２.尼崎観光の多くは関西圏から 

課題解決
の視点 

視点 フィルタ（観光動向）

特性を活
かす視点

３.現状イメージが良いとはいえない 
４.ポテンシャルはあるが認知度は高くない

１.すでに一定の外国人宿泊者が存在 
２.京都・奈良への利便性重視者も多い

課題解決
の視点 

特性を活
かす視点

３.兵庫県への流入の多くは大阪から
４.尼崎市における滞在時間は短い

視点 フィルタ（観光動向）

ターゲット１： 関西在住の日帰り観光客

ターゲット２： なかでも特に、情報発信力の
高い 20~40 歳代の女性 

国内向けターゲット

ターゲット３： 市内ホテル等の外国人宿泊者

ターゲット４： 関西（特に大阪）に訪れる 
外国人個人旅行者 

インバウンド向けターゲット
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観光地域
づくりの
好機 

１.尼崎城の再建、歴史館機能の整備
２.増加する関西へのインバウンド 
３.国際的催しが複数予定 

地域資源
の多様性

４.歴史・文化資源の集積
５.商業・産業資源の集積 
６.水・みどりの拠点が複数分布 

交通至便な
立地条件

７.国際集客都市や空港等への良好なアクセス
８.公共交通ネットワークの充実 

地域のおも
てなし力

９.人情味あふれるまち
10.市民による資源活用の新たな動き 

観光面での強みと好機 観光面での課題

１.認知度の低さ、イメー
ジ転換の必要性

２.充分に活用しきれてい
ない地域資源

３.通過傾向 
（滞在時間の短さ）

４.地域活力（≒おもてな
し力）の向上

取組方向

取組１. 
観光情報の拡大 

取組２. 
観光客数の拡大 

取組３. 
観光消費の拡大 

取組４. 
観光人材の拡大 
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（３）観光地域づくり戦略                       

戦略１-１．各種メディアを活用した情報発信 

戦略１-２．観光客自身による魅力情報拡散の促進 

戦略１-３．外国人観光客に対応した情報環境の整備 

戦略１-４．国内外での効果的なプロモーション 

取組 拡大に向けた戦略

１.観光情報の拡大

に向けた戦略

戦略２-１．多様な地域資源の有効活用

戦略２-２．発信力の高いコンテンツの拡充 

戦略２-３．尼崎ならではの体験プログラムの提供 

戦略２-４．外国人観光客に高感度な機能の拡充

２.観光客数の拡大

に向けた戦略

戦略３-１．快適な周遊を促す基盤整備 

戦略３-２．楽しく周遊できる環境の創出 

戦略３-３．外国人観光客の消費機会の拡充 

戦略３-４．外国人観光客の周遊を促すサービスの拡充

３.観光消費の拡大

に向けた戦略

戦略４-１．おもてなしの意識・人材の拡充 

戦略４-２．魅力向上を支える新たな人材の発掘・育成 

戦略４-３．外国人観光客に対するおもてなし人材の育成

戦略４-４．外国人観光客に対するおもてなし人材の育成(再掲)

４.観光人材の拡大

に向けた戦略

指標項目 活用データ等 現 状 目 標 

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

重点取組地域の地価（地域内3箇所の平均額） 国土交通省地価公示及び都道府県地価調査 42.0 万円/㎡（H30年）   増加させる

重点取組地域（土地）の固定資産税及び都市計画税額 尼崎市課税データ 4.89 億円/年（H30年度）   増加させる

重点取組地域の新規開業数 経済センサス等統計データ 34件/年（H28年度）   増加させる

市のイメージが良くなったと感じる市民の割合 尼崎市市民意識調査 34.8％（H29年度）   増加させる

市のイメージが良くなったと感じる来街者の割合 ※新規調査 ―   増加させる

阪神尼崎駅の乗降客数 阪神電鉄株式会社公表データ 4.14 万人/日（H29年度）   増加させる

指標項目 活用データ等 現 状 目 標 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標

観光ホームページの閲覧件数 閲覧実績 ―   増加させる

あまがさき free Wi-Fi のアクセス数 アクセス実績 ―   増加させる

あまがさき観光案内所（阪神尼崎駅）の利用者数 利用実績 ― 増加させる

市内の観光客入込客数 観光動態調査 227.6 万人/年（H29年度） 280.0 万人/年

市内の宿泊者数 観光動態調査 44.0 万人/年（H29年度）  50.0万人/年

尼崎城入城者数 来城実績 ―  15.0万人/年
（有料10.5 万人）

※平成30年度新設の観光ホームページ、あまがさき free Wi-Fi、観光案内所の利用者数は、当面は増加を目標とし、一定
の実績を蓄積した時点で改めて目標値を設定します。 


